
中
世
か
ら
十
九
世
紀
ま
で
、
リ
ョ
ン
で
の
慈
善
医
療
は
二
カ
所

で
行
わ
れ
て
き
た
。
オ
テ
ル
・
デ
ィ
ウ
（
函
○
厘
‐
目
①
こ
ゞ
Ｈ
Ｄ
）
と
シ

ャ
リ
テ
（
ｇ
閏
嚴
）
で
あ
る
。
他
の
カ
リ
ト
ッ
ク
支
配
地
域
に
も

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
が
近
代
的
医
療
機
関
の
濫
膓
で
あ
る
。

中
世
で
は
巷
に
貧
者
や
病
人
が
溢
れ
、
収
容
す
る
に
は
特
別
の
施

設
が
必
要
に
な
っ
た
。
こ
の
他
に
巡
礼
者
の
病
人
、
妊
婦
、
孤
児

な
ど
も
戦
争
や
飢
饅
に
よ
り
増
加
す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

本
格
的
収
容
施
設
と
し
て
は
二
八
○
年
か
ら
二
年
間
に
わ
た

っ
て
建
築
さ
れ
た
、
ポ
ン
・
デ
ュ
・
ロ
ー
ヌ
弓
○
ご
ａ
匡
罰
冒
己
の
）

病
院
の
出
現
を
ま
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
現
在
の
Ｈ
Ｄ

の
位
置
に
建
築
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
僧
職
者
も
一
緒
に
居
住
し
て

前
述
の
人
達
や
行
き
倒
れ
、
疲
労
者
を
も
収
容
し
、
教
会
や
墓
地

も
あ
り
宗
教
色
の
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
が
今
日
の
Ｈ
Ｄ
の

29

リ
ョ
ン
に
お
け
る
医
学
小
史
（
二
）

ｌ
オ
テ
ル
・
デ
ィ
ウ
と
シ
ャ
リ
テ
ー

小

林

１
日
ｒ
岡

起
源
で
あ
る
。

十
四
世
紀
ま
で
に
収
容
施
設
は
多
少
増
え
た
が
、
Ｈ
Ｄ
以
外
は

ご
く
小
さ
く
、
職
員
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
参
加
が
多
く
、
医
師

は
不
在
で
あ
っ
た
。

一
四
五
四
年
、
最
初
の
医
師
が
赴
任
し
て
、
漸
く
医
療
の
手
が

差
し
伸
べ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
収
容
を
要
す
る
人
は
増
加

す
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
相
変
わ
ら
ず
、
巡
礼
者
や
貧
者
は
も
ち

ろ
ん
病
人
は
結
核
、
レ
プ
ラ
を
始
め
と
し
て
、
皮
層
病
、
精
神
病
、

妊
産
婦
、
関
節
疾
患
な
ど
で
占
め
ら
れ
た
。
十
字
軍
の
最
盛
期
に

は
戦
傷
者
と
壊
血
病
が
加
わ
っ
た
。

カ
ト
リ
ッ
ク
の
影
響
で
収
容
者
に
は
か
な
り
の
規
則
が
強
制
さ

れ
た
。
例
え
ば
毎
日
の
礼
拝
は
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
入
口
で
着
物

を
施
設
の
も
の
と
着
替
え
、
手
足
を
洗
い
、
告
白
の
あ
と
心
身
を

浄
め
入
室
が
許
可
さ
れ
た
。
治
療
は
潟
血
、
焼
灼
、
水
銀
、
鉄
、

鉛
・
銅
の
酸
化
物
、
棚
酸
、
薬
草
、
ジ
ン
ジ
ャ
ー
、
阿
片
、
蜂
蜜
、

ア
ロ
エ
、
蠅
、
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
、
蝸
牛
、
蝮
、
と
か
げ
、
と
き

に
は
排
泄
物
さ
え
使
用
し
た
。
運
営
は
喜
捨
、
不
動
産
、
教
会
団

の
補
助
金
が
基
本
と
な
り
、
後
に
は
地
方
自
治
体
の
補
助
、
多
数

の
遺
産
、
慈
善
団
体
よ
り
の
献
金
も
あ
っ
た
。
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中
世
に
は
こ
れ
ら
の
他
に
、
施
設
を
別
の
面
か
ら
脅
か
す
ペ
ス

ト
の
流
行
が
あ
っ
た
。
記
録
に
残
る
だ
け
で
も
大
流
行
し
た
年
は

十
二
年
あ
り
、
最
悪
時
は
一
時
間
に
四
百
人
、
二
カ
月
に
一
万
人

死
亡
、
リ
ョ
ン
の
人
口
の
三
分
の
一
が
死
亡
し
た
と
い
う
。

十
六
世
紀
に
は
、
フ
ラ
ン
ソ
ア
・
ラ
ブ
レ
笥
国
Ｒ
ｇ
め
恩
扁
巨
の
〉

勗
駕
‐
届
誤
）
が
勤
務
し
、
「
パ
ン
タ
グ
リ
ュ
エ
ル
（
忍
回
国
四
口
ｇ
こ

は
こ
の
時
期
に
執
筆
さ
れ
た
。
ま
た
、
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス
（
言
呂
堅

ｚ
ｏ
の
耳
四
ｓ
日
巨
の
）
が
一
五
四
一
年
に
勤
務
し
て
い
る
。

十
七
世
紀
に
は
シ
ャ
リ
テ
が
建
設
さ
れ
、
Ｈ
Ｄ
も
新
し
い
教
会
、

回
復
室
を
増
築
し
、
今
日
も
そ
の
姿
を
残
し
て
い
る
。
十
八
世
紀

の
有
名
な
建
築
家
ジ
ャ
ッ
ク
・
ス
フ
ロ
（
旨
Ｂ
屋
の
の
ぎ
巨
堅
ｇ
）
の

作
成
し
た
ド
ー
ム
、
フ
ァ
サ
ー
ド
が
ロ
ー
ヌ
河
畔
に
あ
る
。

一
七
五
五
年
に
は
千
三
百
床
を
有
し
、
収
容
者
は
六
百
名
が
外

傷
、
皮
膚
病
、
四
百
四
十
が
有
熱
者
、
五
十
が
精
神
病
、
お
産
・

捨
て
子
が
三
十
で
あ
っ
た
。
（
子
供
は
七
歳
以
下
が
シ
ャ
リ
テ
、
そ
れ

以
上
が
Ｈ
Ｄ
と
決
め
ら
れ
て
い
た
）
病
院
の
一
日
の
行
事
は
、
六
時
朝

食
、
八
時
回
診
、
十
時
昼
食
（
か
な
り
内
容
は
良
か
っ
た
、
ブ
ド
ー
酒
、

水
も
あ
っ
た
）
、
午
後
は
面
会
、
潟
血
、
換
気
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

革
命
時
、
宗
教
色
が
薄
れ
財
政
的
に
は
困
難
を
極
め
た
。
と
く

に
、
国
民
公
会
派
に
よ
る
包
囲
弓
麗
）
時
は
治
療
材
料
が
底
を
つ

き
、
部
分
的
に
は
砲
弾
で
破
壊
さ
れ
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
は
戦

傷
者
で
溢
れ
、
一
八
○
八
年
に
は
チ
フ
ス
が
流
行
し
、
収
容
場
所

を
拡
大
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
こ
の
頃
の
僧
職
は
修
道
僧
百
十

名
、
尼
僧
百
九
十
名
で
あ
っ
た
。

リ
ョ
ン
市
医
務
局
田
○
名
肩
①
唖
。
く
房
号
ご
○
ロ
）
が
創
設
さ
れ

る
と
弓
患
）
、
シ
ャ
リ
テ
と
と
も
に
傘
下
に
入
っ
た
。
因
８
房

絡
８
且
臼
吊
号
冨
図
①
９
月
（
Ｈ
Ｄ
内
、
一
八
一
二
）
設
立
以
来
、

種
々
の
教
育
制
度
の
改
革
と
施
設
の
改
変
が
行
わ
れ
た
。
都
市
再

開
発
と
新
学
部
の
移
転
（
己
鬮
）
に
と
も
な
い
、
中
世
以
来
並
行
し

て
活
動
し
て
き
た
シ
ャ
リ
テ
の
廃
止
が
決
定
し
、
Ｈ
Ｄ
は
そ
の
部

分
的
移
転
を
受
入
れ
、
博
物
館
が
開
設
ｇ
韻
）
さ
れ
て
、
今
日
に

至
っ
て
い
る
。
現
在
、
医
療
活
動
は
古
い
建
築
物
の
中
の
近
代
的

施
設
で
行
わ
れ
て
い
て
、
研
修
施
設
や
医
学
出
版
業
務
の
任
務
も

果
た
し
て
い
る
。

（
福
岡
整
形
外
科
病
院
）
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